
知床世界自然遺産候礎盤塾学童具金嘘

Ⅰ．世界遺産条約の概要

1 ．条約の概要

・正式名称 ：世界の文化遺産及び 自然遺産の保護に関する条約

・ 目 的 ：顕著で普遍的な価値 を有す る遺跡や 自然地域な どを人類全体のための世界の遺

産 として保護、保存 し、国際的な協力及び援助の体制 を確立す る。

・採 択 ：1 9 7 2 年 （我が国は 1 9 9 2 年に締結）

・締 約 国数 ：1 7 6 ケ国 （日本 、米 国 、イ ギ リス、 フ ランス、 中国な ど）

・事 務 局 ：U N E S C O 世界遺産センター （パ リ）

2 ．世界遺産の 3 つのカテゴリー

7

カテゴリー 対　 象 登録件数

文化遺産 世界的な見地から見て歴史上、美術上、科学上顕著で普遍的価値

を有する記念工作物、建造物、遺跡等を対象

（例）：姫路城 （日本）、法隆寺地域の仏教建造物 （日本）、
アンコール （カンボジア王国）、万里の長城 （中華人民共和国）、
メンフィスとその基地遺跡－ギーザからダハシュールまでの
ピラミッド地帯 （エジプト・アラブ共和国）など

5 8 2

自然遺産 世界的な見地から見て観賞上、学術上又は保存上顕著な普遍的価

値を有する特徴ある自然の地域、脅威にさらされている動植物種

の生息地、自然の風景地等を対象

（例）：白神山地 （日本）、屋久島 （日本）、
カナディアン・ロッキー山脈公園 （カナダ）、ガラパゴス諸島
（エクアドル）、キリマンジャロ国立公園 （タンザニア連合

共和国）、グランド・キヤニオン国立公園 （アメリカ）、
グレー ト・バリア・リーフ （オーストラリア）など

1 4・9

複合遺産 文化遺産と自然遺産との両面の価値を有するものを対象

（例）：ウルル ・カタジュタ国立公園 （オー女・トラリア）、黄山 （中国）こ

マチュ・ピチュの歴史保護区 （ペルー共南国）■など

2 3

（合　 計） 7 5 4



3 ．世界 自然遺産の登録基準

以下のクライテ リア （評価基準）の 1 つ以上 （但 し、（誠）を含む場合は 2 つ以上）に適合す

る世界的に見て類まれな価値を有 し、かつ、次の条件を満 たす こ と。

① 評価 され る価値に閲し、既登録の類似 の自然遺産等 と比較 して、評価 され る価値の優位

性・独 自性 が明 らかであ り、十分 な規模 と必 要 な要素 を持 ってい るこ と

② 法的措置等によ り、評価 され る価値の保護・保全が十分担保 されていること

【 遺 産価値 の クライテ リア 】

（i）地形 て地質

過去の生命の歴史や地球の歴史の証拠 となるような、重要な地形・地質等がよくあ らわ

れ てい る地域 （例 ：グラン ド・ キ ヤニオ ン国立公 園）

（正）生態 系

現在も進行中の生物の進化や生物群集 の見本 となるような、極 めて特徴のある生態系を

有す る地域 （例 ：白神 山地）

（拉） 自然 景観

ひ ときわす ぐれた自然美をもった 自然現象や景観を有する地域

（例 ：キ リマ ンジ ャロ国 立公 園）

（お）生物多離
絶滅危倶種の生息地や、生物多様性の保全上最も重要な生物が生息・生育する地域

（例 ：ガラパ ゴス諸島）

4 ．我が国の世界遺産

【 自然遺産（計 2 地域）】

・屋久島 （平成 5 年 1 2 月）

世界的に特異な樹齢数千年のヤクスギをはじめ、多 くの固有種や希少種を含む生物相を有

す るとともに、植生の典型的な垂直分布がみ られるなど、特異な生態系 とす ぐれた 自然景

観を有す る。

・ 自神山地 （平成 5 年 1 2 月）

原生的な状態で残存す るブナ林は、動植物相の多棟性で世界的にも特異な森林であ り、生

態学的に進行中のプロセスを示す顕著な見本である。

【 文化遺産（計 9 地域）】

・姫路城 （平成 5 年 1 2 月）

・法隆寺地域の仏教建造物 （平成 5 年 1 2 月）

・古都京都の文化財 （平成 6 年 1 2 月）

・ 白川郷・五箇山の合掌造 り集落 （平成 7 年 1 2 月）

・原爆 ドーム （平成 8 年 1 2 月）

・厳島神社 （平成 8 年 1 2 月）

・古都奈良の文化財 （平成 1 0 年 1 2 月）

・ 日光の社寺 （平成 1 1年 1 2 月）

・琉球王国のグスク及び関連遺産群 （平成 1 2 年 1 2 月）

※ このほか、「紀伊 山地の霊場 と参詣道」 を、現在、文化遺産 として推薦 中であ り、平成 1 6 年 6 月の

世界遺産委員会において登録の可否が決定される予定。
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Ⅱ．「知床 」の世 界 自然遺産へ の推薦 につ いて

1 ．遺産名 ：知 床 （Sh iretok o）

l王つかい どう しや り ぐん しや りち 上う め な し ぐ ん ら うす ち上 う

2 ．所在地 ：北海道斜里郡斜里町及び 目梨郡羅臼町

オ ホー ツ ク海 と根室海 峡 に接 した北海道北東部 の知床 半島 に位 置 し、半島 中

央部 には最高峰 の羅 臼岳 （標 高 1，6 6 1 m ） をは じめ とす る標高 1，5 00 m を超 える

火山群 （知床連 山） が縦走 してい る。

3 ．推薦区域等

（1 ）推薦区域

推薦 地は、国内法等 に基 づ く以下 の地域か ら構成 され る。
お ん ね べ つだ けげんせい し ぜ ん かん きょ うほ ぜ ん ち い き

・ 遠音別岳原生 自然 環 境保全地域 （自然環境保全法）

・知床 国立公 園 （自然公 園法）

・ 知床森林生態系保護地域 （国有林野管理経営規程）

・国指定知床鳥獣保護 区 （鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関す る法律）

（ 2 ）面 積 ＊

核心地域 ：3 4 ， 0 0 0 b a

壁匪塾塩⊥＿山 ＿＿（海域：7，4 0 0haを含む）
合計 ：5 6 ， 1 0 0 b a

＊ 現在 、知 床森 林 生態系 保護 地域 の 拡張 に 向 けた手続 きを進 めて い る とこ ろであ り、

上記面積 には拡張見込み地が含まれてい る。

4 ．共同推薦省庁

環境省、林野庁及び文化庁

5 ．概 要

季節海水 域 の特徴 を反映 した海洋 生態 系は、陸上生態 系 と連続す るこ．とに よ

って複合生態 系を形成 してお り、推薦 地 はその仕組 み を示す顕著 な見本 である。

海氷 が もた らす栄養 分 によってアイ ス・ アル ジー （氷 に付着 した藻類 ） な どの

植物プ ランク トンが大量 に増殖 し、それ を出発 点 とす る食 物連鎖 は海 一川 一森

の各 生 態 系 に わ た るダ イ ナ ミッ クな食 物 連 鎖 網 を形 成 して い る。

季節海 氷域 と しては世界 で最 も低緯度 に位 置す る知床 半島で は、アイ ス・ ア

ルジーの大増殖や 融氷 に伴 う植物 プ ラン ク トンの大増殖 が周辺海域 に先駆 けて
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起こ り、 これ が海 生生物 の餌条件 や生活 史の一部 を支 えてい る。融氷期 の豊富

な餌 資源 を利 用 して 育 っ た サ ケ・ マ ス類 な どの魚 類 は 、 シマ フ ク ロ ウ、 オ オ ワ

シ、オ ジ ロワシな どの希少 鳥類 や 、 ヒグマ の重要 な餌資源 として陸上生態 系を

支えてい る。また、海岸 か ら約 1，6 0 0 m の 山頂 部までの間 には、人手の入 ってい

ない多様 な植 生 が連続 して存在 してお り、豊 富な餌資源 と多様 な環境 を背 景 と

して 、 ヒグマ は世 界 的 に も高 密 度 で生 息 して い る。

さらに、知床 は、北方系 と南方 系 の両系の種が混在す るな ど、地理 的位 置 と

多様 な 自然環境 を背景 として特異 な種構成 、分布 がみ られ るほか、 シマ フク ロ

ウ、オオ ワシ、オ ジ ロワシな どの 国際的希少種 の重 要な繁殖地や越 冬地 となっ

て お り、 これ らの 種 の 存 続 に不 可 欠 な地 域 とな っ て い る。

海氷や紅 葉 な ど、四季 の変化 に富む原生的 な景観 は優れ た 自然 美 を有す る。

また 、波浪 に加 え、海氷 の浸食作用等 を受 けて形成 された海食 崖は 10 0 m 以上 の

高 さに及 び 、太古 か ら現在 までの壮 大な時 間の流れ の中で形成 され た類 い希 な

い お う ざ ん

自然美 を有す る。 知床連 山の硫 黄山は高純度 の溶 融硫黄 を大量噴 出す るこ とで

世界 的に も有名 で あ り、現在 も噴気・熱水活動や温泉等 の 自然現象 がみ られ る。

河川 を遡上す るサ ケ・ マスの群 れやそれ を挿 食す るヒグマ の様子 な ど、野生生

物の営み を観 察で きるこ とも推薦地 の 自然景観 の魅力 である。

6 ．世界 自然遺 産 と しての価値

クラ イ テ リア （評価 基 準 ） との 関 係

クラ イ テ リア （ ii）：生 態 系

世界で最 も低緯度 に位 置す る季節海 氷域の特徴 を反映 した海洋生態系 は、陸

上生態系 と連続す るこ とによって複合生態系 を形成 してお り、知床 はその仕

組み を示す顕著 な見本で ある。

クラ イ テ リア （iii）：自然 景観

海氷や 紅葉 な ど、四季 の変化 に富む原 生 的な景観 は優れ た 自然美 を有す る。
い お う ざ ん

また、硫黄 山は大量の溶融硫黄 を噴出す る希少な火 山であ る。

クライ テ リア （ iv ）：生 物 多様 性

知床 は北方系 と南方系の種が混在 す るな ど、地理 的位置 と多様 な 自然環境 を

背 景 と して 特 異 な 種 構 成 、分 布 が み られ る。ま た 、シマ フ ク ロ ウや オ オ ワシ 、

オ ジ ロワシな どの国際的希少種 を保 全す る上で重要 な生息 地 となってい る。
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Ⅲ．管理計画の 策定につ いて

1 ． これまでの経緯

平成 1 5 年 1 0 月 2 7 日

1 1 月 5 日

1 1 月 7 日

1 1 月 1 2 日

1 1 月 1 3 日

1 1 月 2 7 日

1 2 月 5 日

1 2 月 1 5 日

平成 1 6 年 1 月

7 月 7 日

第1 回知床世界遺産候補地地域連絡会議

管理計画 （素案）の検討

第2 回知床世界遺産候補地地域連絡会議

管理計画 （案）の検討

管理計画 （案） に関す る一般 か らの意見募集 開始

地元説明会 （斜里町）

地元説 明会 （羅 臼町）

意見募集 〆切

第3 回知床世界遺産候補地地域連絡会議

管理計画 （案）の修正

第4 回知床世界遺産候補地地域連絡会議

管理 計 画 （案 ） の と りま とめ

知床 に係 る保護制度 を所管す る環境省 、林野庁 、文化庁

及び北海道 に よ り正式決 定

第5 回知床世界遺産候補地地域連絡会議

2 ．管理計画の概要

（ 1 ） 目 的

・ 極 めて多様 かつ特異な価値 を有す る知床 の 自然環境 を将来 にわた り適 正に保 全管理

して い く こ と を 目的 に 策 定 。

・ 知床 の保 全に係 る各種制 度を所 管す る関係行 政機 関、地元 自治体 、並びに関係機 関 ・

団体等 が相互 に緊密 な連携 を図る ことに よ り、知床 を適 正かつ 円滑 に管理す るた め、

生壁剋星型運旦盈堕生壁室墓旦進進笠拉盟主旦基杢迫な去坐星型包む旦三土星。

（2 ）管理の枠組み

・ 既存の各種制度を適正に運用し、堕竣皇塵昼型二昼迫な生壁互生旦。

・ 各種制度を所管する定盤艶匿型塾元旦迫箆遡 塵遡上
塑越住星空馳 ⊥＿塾星坦な萱塑皇進塗する。

（3 ）管理の基本方針

①原始性の保持

・ 重症型互迦 。②陸域及び海域の統合的管理

・ 堕墜遡 盛運王立遡 塵塵聖地 」基盤する。・ 盟昼麹盟」艶 壇腰塵査換皇査

且とともに、艶 董成や確保を図る。
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③核心地域、緩衝地域

粗壁塑生査担旦主上旦基杢とする。組整筆立盈旦宣±缶為
を厳正に規制する。

④一次産業 との両立

・ 丞塵墓旦⊆血 豆。・ 国有林で は木材生産 を 目的 とす る森林施業 は行 われ ていない。 ごく一部 が含 まれ る

民有 林で は原 生 的な 自然景観 に配慮 しなが ら計画 的な 間伐 な ど森 林管理 のた めの

施業 を行 う。

⑤ 自然の適正な利用

・ 袈逃」自選馳行 うこ ととし、必要 に応 じ、一定 の制 限やルール を設 ける ことに よ 軋、＿＿原 生坦な 旦

整地 直立皇国皇。自然を大切にしながら地域の発展を図る三三辿 三旦塵塾を
深める。

（ 4 ）管理の方策

堕昼型生昼丞盈堕旦墜量塾聖塵全

（ 野生動植物の保護管理、自然景観の保全、河川環境の保全、外来種への対応）

海域の保全

（ 水産資源の管理、海棲哺乳類・ 海鳥の保護、海洋油汚染対策等）

自然 の適正な利用

（知床 の原生的 な 自然 にふ さわ しい利用ルール （「知床ル ール 」）作 り、 自然解説者 の

育成、情報提供・ 普及啓発等）

・ 盤全萱壁室墓里基盤

（関係行政機関等による巡視、植生復元、外来種の除去等の保全管理事業等の実施）

・ 過重埋聖二至三旦＿比 空
（野生動植物、自然景観、外来種、海洋生態系等、利用状況に関する調査研究及びモ

ニタ リングの実施 、G I S を用 いたデ ータベー スの構築）

（5 ）計画の実施等

・ 自然環境 の状況 を把握 し、科学的 なデー タを基礎 として適正 な対応 を図 ってい くた

め、重巴塞娃主星室員会堂畳邑ヒ工塾豊坦な重畳む五里遡主星盈旦五里土上」塑越

連塵全盛土壁塑墜な塵塵塵剋皇建立する。

・ 且盤重量些萱墾旦⊆盟主地ては、地域住 民や 関係 団体、専門家か らの意 見や 提案 を幅広 く聴 くとともに、地域

達経会塾生墨雌 空鎧墓室堂塵主星換塾を至塾上
適正な管理 を推進す る。

地域 の市 民活 動 を担 う団体 との協 働 関係 を築 く と と もに 、地 域 ぐるみ の活 動 を展 開

して い く。

管理 計 画 は 自然 環 境 のモ ニ タ リ

見直 しを行 う。

ング結果や社会環境 の変化等 を踏 まえ、必要 に応 じ
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